
■近代国家成立の歴史（年表）

⇒略奪戦争から武力支配国家の誕生

紀元前500年 共和制ローマ誕生

紀元前27年 帝政ローマ誕生

50年頃 キリスト教布教活動→弾圧

392年 キリスト教がローマ帝国の国教に。

⇒宗教を利用し、正当化観念を共認させることで国家統合。

→カトリック教会＝ローマ教皇の権威上昇

→ローマ＝カトリック教会と結託した金貸しの隆盛

1096年 第一回十字軍遠征 （→宗教騎士団の成立）

1203年 第四回十字軍遠征（商人都市ヴェネツィアの商売敵・コンスタンティノープル陥落）

⇒商人の権力が増大（メディチ家やフッガー家がのし上る）

1215年 イギリス　マグナ＝カルタ（大憲章）発布し、王権の一部を制限

1291年 第七回十字軍遠征

1339年～1453年 英仏百年戦争（イギリス×フランス）

1450年頃 ヨーロッパで活版印刷技術が普及⇒聖書の普及

1498年 ヴァスコ＝ダ・ガマがインド航路開拓

⇒スペイン・ポルトガルが先行して大航海へ

⇒商人（金貸し）勢力が、教会を支配

1514年 大規模な贖宥状（免罪符）販売

→資金不足に陥った教会が、贖宥状と教会税により資金を調達しようとする。

1517年 大規模な贖宥状（免罪符）販売

→ローマ教皇が貸し倒れになることを恐れ、ドイツ・フッガー家が販売をサポート

1517年 ルターの宗教改革（→プロテスタント）⇒活版印刷により普及

1534年 イギリスの宗教改革（イギリス国教会設立）

1534年 対抗して、イエズス会（カトリック）設立

1536年 カルヴァンの宗教改革（→ピューリタント）【スイス・ジュネーブ】

⇒ローマ＝カトリック教会の権威失墜→金貸しの世代交代

⇒ローマ＝カトリック教会が発行する大航海への許可状なしで、交易路を開拓する国が続出

⇒世界交易が活発に→通貨交換（為替）の重要に

1556年 オランダがスペイン・ハプスブルク家領となる

1568年 オランダ独立戦争勃発

1581年 オランダ北部７州（ピューリタントが多数を占めていた）が独立宣言

1600年 イギリス・東インド会社設立

1602年 オランダ・東インド会社設立

1609年 オランダ・アムステルダム銀行設立

⇒オランダが世界経済の中心（一大金融センターに）

？預り証の発行？

1609年 【ドイツ】週刊印刷新聞Relation（レラツィオン）発刊。

1616年 ガリレオ　地動説により異端審問

 1618年 三十年戦争勃発

（プロテスタントとカトリックの宗教戦争からヨーロッパ各国間の領土戦争へ）

1620年 イギリス・ピューリタントの北米移住

1622年 【イギリス】週刊新聞WeeklyNews発刊。

1628年 イギリス・ピューリタントによる権利請願

1631年 【フランス】週刊新聞LaGazette発刊。

⇒世論形成の道具＝マスコミの成立

1637年 フランス・デカルト「方法序説」

1642年～1649年 ピューリタン革命

1648年 ウェストファリア条約（三十年戦争終結）

→神聖ローマ帝国の権威が失墜。ヨーロッパに現在のような国家勢力図。

→プロテスタントとローマ＝カトリック教会の勢力が対等に。

1651年 イギリス・ホッブス「リヴァイアサン」

⇒私権収束を追認する国家理論

1653年～1658年 イギリス・クロムウェルの独裁

1652年～1654年 第一次英蘭戦争

1660年 イギリス・王政復古

1683年 ロック、オランダに亡命

1688年 名誉革命（イギリス議会が、オランダ統領を国王に）

1688年 権利章典→立憲王政

1689年 イギリス・ロック「統治二論」（「市民政府二論」）

（王権神授説の否定、政府が権力を行使できるのは国民が信託しているから）

1694年 イングランド銀行設立

⇒（金貸しに支配された）議会が将来の徴税権を担保に国債を発行

⇒イギリスの国債発行額が青天井に

⇒イギリスが世界経済の中心に

1716年 フランスでジョン・ローが国家に金を貸し、紙幣発行 →ミシシッピ・バブル

1721年 イギリスで、責任（議員）内閣制成立

1748年 モンテスキュー「法の精神（三権分立）」【スイス・ジュネーブ】

 1762年 ルソー「社会契約論」【フランス】（人民主権）

⇒市場拡大を第一とする国家理論の形成

1775年 アメリカ独立戦争

 1776年 トマス・ペイン『コモンセンス』流行

1776年 アメリカ独立宣言

⇒世論形成→民衆の力を利用した革命

1780年 イングランド銀行に通貨発行権

1787年 アメリカ合衆国憲法

1789年 シェイエス『第三身分とは何か』流行

1789年 フランス革命

1789年 フランス人権宣言

18C ドイツ・フランクフルトでロスチャイルド家が経営の基礎を築く。

18C後半 イギリス産業革命

19C ロスチャイルド家がイギリス・ドイツ・フランスにおいて金融業で大成。
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